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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチを介した給電を制御する給電制御装置において、
　該スイッチの電流出力端に一端が接続され、他端に、電圧値が該スイッチの電流入力端
の入力端電圧値よりも低い電圧が印加される抵抗と、
　前記電流出力端の出力端電圧値を第１閾値と比較する第１比較部と、
　前記スイッチの両端間の両端電圧値を第２閾値と比較する第２比較部と、
　前記第１比較部及び第２比較部が比較を行った結果、前記出力端電圧値が前記第１閾値
以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値以上である場合に第１電圧を出力し、
前記出力端電圧値が前記第１閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値未満
である場合に、電圧値が前記第１電圧の電圧値と異なる第２電圧を出力する出力回路と
　を備え、
　前記第１閾値は、前記抵抗の他端に印加される電圧の印加電圧値よりも低く、
　前記第２閾値は、前記入力端電圧値及び印加電圧値の差分値よりも低く、
　前記出力回路は、
　第２のスイッチと、
　該第２のスイッチの一端に一端が接続されている第２の抵抗と、
　該第２の抵抗の両端間の電圧を平滑し、平滑した電圧を出力する出力部と、
　前記第１比較部及び第２比較部が比較を行った結果、前記出力端電圧値が前記第１閾値
以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値以上である場合に、第１デューティで
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前記第２のスイッチのオン及びオフへの切替えを交互に繰り返し、前記出力端電圧値が前
記第１閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値未満である場合に、前記第
１デューティとは異なる第２デューティで前記切替えを交互に繰り返すスイッチ制御部と
　を有し、
　前記第２のスイッチ及び第２の抵抗夫々の他端間に一定の電圧が印加されていること
　を特徴とする給電制御装置。
【請求項２】
　前記抵抗に直列に接続される第３のスイッチを備えること
　を特徴とする請求項１に記載の給電制御装置。
【請求項３】
　スイッチを介した負荷への給電を制御する給電制御装置において、
　第３のスイッチと、
　前記スイッチの電流出力端に一端が接続され、他端に、電圧値が該スイッチの電流入力
端の入力端電圧値よりも低い電圧が前記第３のスイッチを介して印加される抵抗と、
　前記電流出力端の出力端電圧値を第１閾値と比較する第１比較部と、
　前記スイッチの両端間の両端電圧値を第２閾値と比較する第２比較部と
　を備え、
　前記第１閾値は、前記抵抗の他端に印加される電圧の印加電圧値よりも低く、
　前記第２閾値は、前記入力端電圧値及び印加電圧値の差分値よりも低く、
　前記スイッチ及び第３のスイッチがオフである場合、前記負荷への給電が停止すること
　を特徴とする給電制御装置。
【請求項４】
　前記第１比較部及び第２比較部が比較を行った結果、前記出力端電圧値が前記第１閾値
以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値以上である場合に第１電圧を出力し、
前記出力端電圧値が前記第１閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値未満
である場合に、電圧値が前記第１電圧の電圧値と異なる第２電圧を出力する出力回路を備
えること
　を特徴とする請求項３に記載の給電制御装置。
【請求項５】
　前記スイッチがオフである状態で前記出力回路が前記第１電圧を出力した場合に前記電
流出力端の開放を示す開放信号を出力する開放信号出力部を備えること
　を特徴とする請求項１、請求項２又は請求項４に記載の給電制御装置。
【請求項６】
　前記スイッチがオフである状態で前記出力回路が前記第２電圧を出力した場合に前記電
流入力端及び電流出力端間の短絡を示す短絡信号を出力する短絡信号出力部を備えること
　を特徴とする請求項１、請求項２、請求項４又は請求項５に記載の給電制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スイッチを介した給電を制御する給電制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両には、直流電源から負荷への給電を制御する給電制御装置（例えば、特許文献１を
参照）が搭載されている。特許文献１に記載の給電制御装置では、第１スイッチの電流入
力端に直流電源が接続されており、第１スイッチの電流出力端に負荷が接続されている。
第１スイッチをオン又はオフに切替えることによって、直流電源から負荷への給電を制御
する。
【０００３】
　特許文献１に記載の給電制御装置では、第２スイッチ及び抵抗の直列回路が第１スイッ
チに並列に接続され、第１スイッチの電流出力端の電圧値を検出する。
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　第１スイッチの電流出力端が開放している場合、即ち、第１スイッチ及び負荷間の導線
が断線している場合において、第１スイッチ及び第２スイッチ夫々がオフ及びオンである
とき、抵抗に電流が流れないため、検出した検出電圧値は直流電源の出力電圧値である。
所定電圧値は直流電源の出力電圧値よりも低い電圧値に設定されている。第１スイッチ及
び第２スイッチ夫々がオフ及びオンである状態で検出電圧値が所定電圧値以上である場合
、第１スイッチの電流出力端の開放を検出する。
【０００４】
　第１スイッチの電流入力端及び電流出力端が短絡している場合においては、第１スイッ
チ及び第２スイッチが共にオフであるとき、検出電圧値は直流電源の出力電圧値であり、
所定電圧値以上である。第１スイッチ及び第２スイッチが共にオフである状態で検出電圧
値が所定電圧値以上である場合、第１スイッチの電流入力端及び電流出力端間の短絡を検
出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－２１６７６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の給電制御装置では、第１スイッチ及び第２スイッチ
のオン及びオフに係る１つの状態、例えば、第１スイッチ及び第２スイッチが共にオフで
ある状態で、第１スイッチの電流出力端の開放と、第１スイッチの電流入力端及び電流出
力端間の短絡とを検出することはできない。このため、特許文献１に記載の給電制御装置
には、第１スイッチの電流出力端の開放と、第１スイッチの電流入力端及び電流出力端間
の短絡とを簡単に検出することができないという問題がある。
【０００７】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、スイッチ
の電流出力端の開放と、スイッチの電流入力端及び電流出力端間の短絡とを簡単に検出す
ることができる給電制御装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る給電制御装置は、スイッチを介した給電を制御する給電制御装置において
、該スイッチの電流出力端に一端が接続され、他端に、電圧値が該スイッチの電流入力端
の入力端電圧値よりも低い電圧が印加される抵抗と、前記電流出力端の出力端電圧値を第
１閾値と比較する第１比較部と、前記スイッチの両端間の両端電圧値を第２閾値と比較す
る第２比較部と、前記第１比較部及び第２比較部が比較を行った結果、前記出力端電圧値
が前記第１閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値以上である場合に第１
電圧を出力し、前記出力端電圧値が前記第１閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前
記第２閾値未満である場合に、電圧値が前記第１電圧の電圧値と異なる第２電圧を出力す
る出力回路とを備え、前記第１閾値は、前記抵抗の他端に印加される電圧の印加電圧値よ
りも低く、前記第２閾値は、前記入力端電圧値及び印加電圧値の差分値よりも低く、前記
出力回路は、第２のスイッチと、該第２のスイッチの一端に一端が接続されている第２の
抵抗と、該第２の抵抗の両端間の電圧を平滑し、平滑した電圧を出力する出力部と、前記
第１比較部及び第２比較部が比較を行った結果、前記出力端電圧値が前記第１閾値以上で
あり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値以上である場合に、第１デューティで前記第
２のスイッチのオン及びオフへの切替えを交互に繰り返し、前記出力端電圧値が前記第１
閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値未満である場合に、前記第１デュ
ーティとは異なる第２デューティで前記切替えを交互に繰り返すスイッチ制御部とを有し
、前記第２のスイッチ及び第２の抵抗夫々の他端間に一定の電圧が印加されていることを
特徴とする。
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【０００９】
　本発明にあっては、例えば、スイッチを介したバッテリから負荷への給電を制御する。
この場合、スイッチの電流入力端の入力端電圧値はバッテリの出力電圧値に一致する。抵
抗を介して、スイッチの電流出力端に印加されている電圧の電圧値である印加電圧値は、
入力端電圧値よりも低い。第１閾値は印加電圧値よりも低い。第２閾値は、入力端電圧値
及び印加電圧値の差分値よりも低い。
【００１０】
　スイッチの電流出力端が開放されている場合、即ち、スイッチ及び負荷間の導線が断線
している場合において、スイッチがオフであるとき、抵抗に電流が流れないため、電流出
力端の出力端電圧値は印加電圧値であり、スイッチの両端間の両端電圧値は、入力端電圧
値及び印加電圧値の差分値である。このため、出力端電圧値は第１閾値よりも高く、両端
電圧値は第２閾値よりも高い。
　スイッチの両端が短絡している場合において、スイッチがオフであるとき、印加電圧値
は入力端電圧値よりも低いので、出力端電圧値は入力端電圧値であり、両端電圧値は略ゼ
ロＶである。このため、出力端電圧値は第１閾値よりも高く、両端電圧値は第２閾値より
も低い。
【００１１】
　開放又は短絡等の故障が発生していない場合において、スイッチがオフであるとき、抵
抗及び負荷の順に電流が流れ、抵抗で電圧降下が生じる。抵抗の抵抗値が負荷のインピー
ダンスよりも十分に大きい場合、出力端電圧値は非常に低い。従って、出力電圧値は第１
閾値よりも低く、両端電圧値は第２閾値よりも高い。
　以上のように、スイッチがオフである状態で、出力端電圧値を第１閾値と比較し、かつ
、両端電圧値を第２閾値と比較することによって、スイッチの電流出力端の開放と、スイ
ッチの電流入力端及び電流出力端間の短絡とが簡単に検出される。
【００１３】
　また、スイッチの電流出力端が開放された場合、出力回路は第１電圧を出力し、スイッ
チの電流出力端の開放が通知される。スイッチの両端間が短絡した場合、出力回路は第２
電圧を出力し、スイッチの両端間の短絡が通知される。開放及び短絡を通知するために必
要な電圧の出力端の数が１つでよく、この通知を受けるための電圧の入力端の数も１つで
よい。
【００１５】
　更に、第２のスイッチの一端に第２の抵抗の一端が接続されており、第２のスイッチ及
び第２の抵抗夫々の他端間に一定の電圧が印加されている。第２のスイッチのオン及びオ
フへの切替えは交互に繰り返される。第２の抵抗の両端間の電圧は平滑される。
　第２のスイッチのオン及びオフへの切替えに係るデューティが大きい程、第２の抵抗の
両端間に一定の電圧が印加されている期間が長いため、平滑された電圧の電圧値は高い。
第２のスイッチのオン及びオフへの切替えに係るデューティが第１デューティである場合
、第１電圧が出力され、第２のスイッチのオン及びオフへの切替えに係るデューティが第
２デューティである場合、第２電圧が出力される。
　本発明に係る給電制御装置は、前記抵抗に直列に接続される第３のスイッチを備えるこ
とを特徴とする。
　本発明にあっては、例えば、スイッチの電流出力端の開放と、スイッチの電流入力端及
び電流出力端間の短絡とを検出する場合に第３のスイッチをオンに切替え、開放及び短絡
を検出しない場合に第３のスイッチをオフに切替える。第３のスイッチがオフである場合
、抵抗に電流が流れないので、無駄な電力消費を抑制することが可能である。
　本発明に係る給電制御装置は、スイッチを介した負荷への給電を制御する給電制御装置
において、第３のスイッチと、前記スイッチの電流出力端に一端が接続され、他端に、電
圧値が該スイッチの電流入力端の入力端電圧値よりも低い電圧が前記第３のスイッチを介
して印加される抵抗と、前記電流出力端の出力端電圧値を第１閾値と比較する第１比較部
と、前記スイッチの両端間の両端電圧値を第２閾値と比較する第２比較部とを備え、前記



(5) JP 6708003 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

第１閾値は、前記抵抗の他端に印加される電圧の印加電圧値よりも低く、前記第２閾値は
、前記入力端電圧値及び印加電圧値の差分値よりも低く、前記スイッチ及び第３のスイッ
チがオフである場合、前記負荷への給電が停止することを特徴とする。
　本発明にあっては、前述したように、スイッチがオフである状態で、出力端電圧値を第
１閾値と比較し、かつ、両端電圧値を第２閾値と比較することによって、スイッチの電流
出力端の開放と、スイッチの電流入力端及び電流出力端間の短絡とが簡単に検出される。
また、電圧値が入力端電圧値よりも低い電圧が第３のスイッチを介して抵抗の他端に印加
される。スイッチ及び第３のスイッチがオフである場合、負荷への給電が停止する。
　本発明に係る給電制御装置は、前記第１比較部及び第２比較部が比較を行った結果、前
記出力端電圧値が前記第１閾値以上であり、かつ、前記両端電圧値が前記第２閾値以上で
ある場合に第１電圧を出力し、前記出力端電圧値が前記第１閾値以上であり、かつ、前記
両端電圧値が前記第２閾値未満である場合に、電圧値が前記第１電圧の電圧値と異なる第
２電圧を出力する出力回路を備えることを特徴とする。
　本発明にあっては、スイッチの電流出力端が開放された場合、出力回路は第１電圧を出
力し、スイッチの電流出力端の開放が通知される。スイッチの両端間が短絡した場合、出
力回路は第２電圧を出力し、スイッチの両端間の短絡が通知される。開放及び短絡を通知
するために必要な電圧の出力端の数が１つでよく、この通知を受けるための電圧の入力端
の数も１つでよい。
【００１６】
　本発明に係る給電制御装置は、前記スイッチがオフである状態で前記出力回路が前記第
１電圧を出力した場合に前記電流出力端の開放を示す開放信号を出力する開放信号出力部
を備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明にあっては、スイッチの電流出力端が開放している場合において、スイッチがオ
フであるとき、出力回路は第１電圧を出力し、開放信号が出力される。
【００１８】
　本発明に係る給電制御装置は、前記スイッチがオフである状態で前記出力回路が前記第
２電圧を出力した場合に前記電流入力端及び電流出力端間の短絡を示す短絡信号を出力す
る短絡信号出力部を備えることを特徴とする。
【００１９】
　本発明にあっては、スイッチの電流入力端及び電流出力端が短絡している場合において
、スイッチがオフであるとき、出力回路は第２電圧を出力し、短絡信号が出力される。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、スイッチの電流出力端の開放と、スイッチの電流入力端及び電流出力
端間の短絡とを簡単に検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施の形態１における電源システムの要部構成を示すブロック図である。
【図２】制御回路の回路図である。
【図３】制御回路の動作を説明するための図表である。
【図４】実施の形態２における制御回路の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１における電源システム１の要部構成を示すブロック図である。電
源システム１は、好適に車両に搭載されており、給電制御装置１０、バッテリ１１及び負
荷１２を備える。給電制御装置１０は、バッテリ１１の正極と、負荷１２の一端とに接続
されている。バッテリ１１の負極と、負荷１２の他端とは接地されている。
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【００２５】
　電源システム１では、給電制御装置１０を介して、バッテリ１１から負荷１２に給電さ
れる。給電制御装置１０は、バッテリ１１から負荷１２への給電を制御する。負荷１２は
、車両に搭載されている電気機器である。バッテリ１１から負荷１２に給電されている場
合、負荷１２は作動し、バッテリ１１から負荷１２への給電が停止した場合、負荷１２は
動作を停止する。
【００２６】
　給電制御装置１０は、メインスイッチ２０、制御回路２１及びマイクロコンピュータ（
以下では、マイコンという）２２を有する。メインスイッチ２０は、Ｎチャネル型のＦＥ
Ｔ(Field Effect Transistor)である。メインスイッチ２０について、ドレインは、バッ
テリ１１の正極と、制御回路２１とに接続され、ソースは、負荷１２の一端と、制御回路
２１とに接続され、ゲートは制御回路２１に接続されている。制御回路２１は、更に、マ
イコン２２に接続されている。
【００２７】
　メインスイッチ２０について、接地電位を基準としたゲートの電圧値が一定電圧値以上
である場合、ドレイン及びソース間に電流が流れることが可能である。このとき、メイン
スイッチ２０はオンである。また、メインスイッチ２０について、接地電位を基準とした
ゲートの電圧値が一定電圧値未満である場合、ドレイン及びソース間に電流が流れること
はない。このとき、メインスイッチ２０はオフである。制御回路２１は、接地電位を基準
としたメインスイッチ２０のゲートの電圧値を調整することによって、メインスイッチ２
０をオン又はオフに切替える。
【００２８】
　マイコン２２から制御回路２１に、負荷１２の動作を制御するための制御信号が入力さ
れる。制御信号はハイレベル電圧及びローレベル電圧によって構成される。ここで、ハイ
レベル電圧は負荷１２の作動を指示し、ローレベル電圧は負荷１２の動作の停止を指示す
る。
【００２９】
　制御回路２１は、制御信号がハイレベル電圧を示す場合、メインスイッチ２０をオンに
切替える。これにより、メインスイッチ２０を介して、バッテリ１１から負荷１２に給電
される。このとき、電流は、バッテリ１１の正極から、メインスイッチ２０のドレイン及
びソースの順に流れる。メインスイッチ２０のドレイン及びソース夫々は、電流入力端及
び電流出力端として機能する。
　制御回路２１は、制御信号がローレベル電圧を示す場合、メインスイッチ２０をオフに
切替える。これにより、バッテリ１１から負荷１２への給電が停止され、負荷１２は動作
を停止する。
【００３０】
　制御回路２１は、接地電位を基準としたメインスイッチ２０のソースの電圧値（以下で
は、ソース電圧値という）Ｖｓと、接地電位を基準としたメインスイッチ２０のドレイン
及びソース夫々の電圧値の差分値である両端電圧値Ｖｄｓとが入力される。両端電圧値Ｖ
ｄｓは、メインスイッチ２０において、ソースの電位を基準としたドレインの電圧値であ
る。ソース電圧値Ｖｓは出力端電圧値に相当する。メインスイッチ２０のドレインの電圧
値、即ち、バッテリ１１の出力電圧値Ｖｂは入力端電圧値に相当する。
【００３１】
　マイコン２２から制御回路２１に、メインスイッチ２０のソースの開放、及び、メイン
スイッチ２０のドレイン及びソース間の短絡の検出を指示する検出指示信号が入力される
。検出指示信号は、ハイレベル電圧及びローレベル電圧によって構成される。ここで、ハ
イレベル電圧は、開放及び短絡の検出が指示されていることを示し、ローレベル電圧は、
開放及び短絡の検出が不要であることを示す。メインスイッチ２０のソースの開放は、具
体的には、メインスイッチ２０のソースと負荷１２の一端とを接続する導線の断線である
。この断線は、給電制御装置１０の外側で生じる断線である。メインスイッチ２０のドレ
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イン及びソース間の短絡は、所謂、天絡である。
【００３２】
　制御回路２１は、制御信号及び検出指示信号夫々がローレベル電圧及びハイレベル電圧
を示す場合、メインスイッチ２０をオフに切替え、ソース電圧値Ｖｓ及び両端電圧値Ｖｄ
ｓに基づいて、ソースの開放と、メインスイッチ２０のドレイン及びソース間の短絡とを
検出する。制御回路２１は、メインスイッチ２０のソースの開放と、メインスイッチ２０
のドレイン及びソース間の短絡とが発生していない場合、即ち、電源システム１の状態が
正常である場合、ゼロＶをマイコン２２に出力する。制御回路２１は、ソースが開放して
いる場合、第１電圧をマイコン２２に出力する。制御回路２１は、メインスイッチ２０の
ドレイン及びソースが短絡している場合、第２電圧をマイコン２２に出力する。第２電圧
の電圧値は第１電圧の電圧値よりも高い。
【００３３】
　マイコン２２は、制御回路２１に出力している制御信号が示す電圧をハイレベル電圧又
はローレベル電圧に切替えることによって、メインスイッチ２０を介したバッテリ１１か
ら負荷１２への給電を制御し、負荷１２の動作を制御する。マイコン２２は、制御信号が
示す電圧をローレベル電圧に切替えている場合において、検出指示信号が示す電圧をハイ
レベル電圧に切替え、制御回路２１からマイコン２２に入力される電圧を監視する。
【００３４】
　ここで、マイコン２２は、制御回路２１から入力された電圧が第１電圧である場合、メ
インスイッチ２０のソースが開放していることを示す開放信号を出力する。更に、マイコ
ン２２は、制御回路２１から入力された電圧が第２電圧である場合、メインスイッチ２０
のドレイン及びソースが短絡していることを示す短絡信号を出力する。マイコン２２には
、第１電圧及び第２電圧夫々の電圧値が記憶されている。マイコン２２が出力した開放信
号及び短絡信号は、図示しない外部装置に入力される。外部装置は、開放信号又は短絡信
号が入力された場合、図示しないランプの点灯、又は、メッセージの表示等を行い、ソー
スの開放、又は、メインスイッチ２０のドレイン及びソース間の短絡を報知する。マイコ
ン２２は開放信号出力部及び短絡信号出力部として機能する。
【００３５】
　図２は制御回路２１の回路図である。制御回路２１は、駆動部３０、反転器３１、ＡＮ
Ｄ回路３２、コンパレータ３３ａ，３３ｂ、サブスイッチ３４、直流電源３５ａ，３５ｂ
、差動増幅器３６、出力回路３７及び抵抗Ｒ１を有する。出力回路３７は、ＡＮＤ回路４
０ａ，４０ｂ、反転器４１、スイッチ４２ａ，４２ｂ及び抵抗Ｒ２，Ｒ３を有する。駆動
部３０及び反転器３１，４１夫々は、１つの入力端と、１つの出力端とを有する。ＡＮＤ
回路３２，４０ａ，４０ｂ夫々は、２つの入力端と、１つの出力端とを有する。コンパレ
ータ３３ａ，３３ｂ及び差動増幅器３６夫々は、プラス端子、マイナス端子及び出力端子
を有する。
【００３６】
　駆動部３０の入力端は、マイコン２２と反転器３１の入力端とに接続され、駆動部３０
及び反転器３１夫々の入力端には制御信号が入力される。駆動部３０の出力端はメインス
イッチ２０のゲートに接続されている。反転器３１の出力端はＡＮＤ回路３２の一方の入
力端に接続されている。ＡＮＤ回路３２の他方の入力端はマイコン２２に接続され、マイ
コン２２から、ＡＮＤ回路３２の他方の入力端に検出指示信号が入力される。
【００３７】
　コンパレータ３３ａのプラス端子には、メインスイッチ２０のソースと、抵抗Ｒ１の一
端とが接続されている。抵抗Ｒ１の他端は、サブスイッチ３４の一端に接続されている。
サブスイッチ３４の他端には電圧が印加されている。従って、サブスイッチ３４は抵抗Ｒ
１に直列に接続されており、抵抗Ｒ１の一端はメインスイッチ２０のソースに接続され、
抵抗Ｒ１の他端には、サブスイッチ３４を介して電圧が印加される。この電圧の電圧値Ｖ
ａは、正の一定値であり、メインスイッチ２０のドレインの電圧値、即ち、バッテリ１１
の出力電圧値Ｖｂよりも低い。コンパレータ３３ａのマイナス端子は直流電源３５ａの正
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極に接続されている。直流電源３５ａの負極は接地されている。直流電源３５ａの出力電
圧値Ｖｒ１は、正の一定値である。サブスイッチ３４は第３のスイッチとして機能し、電
圧値Ｖａは印加電圧値に相当する。
【００３８】
　差動増幅器３６のプラス端子及びマイナス端子夫々は、メインスイッチ２０のドレイン
及びソースに接続されている。差動増幅器３６の出力端子は、コンパレータ３３ｂのプラ
ス端子に接続されている。コンパレータ３３ｂのマイナス端子は直流電源３５ｂの正極に
接続されている。直流電源３５ｂの負極は接地されている。直流電源３５ｂの出力電圧値
Ｖｒ２は、正の一定値である。
【００３９】
　コンパレータ３３ａの出力端子は、出力回路３７が有するＡＮＤ回路４０ａ，４０ｂ夫
々の一方の入力端に接続されている。コンパレータ３３ｂの出力端子は、ＡＮＤ回路４０
ａの他方の入力端と、反転器４１の入力端とに接続されている。反転器４１の出力端はＡ
ＮＤ回路４０ｂの他方の入力端に接続されている。出力回路３７が有するスイッチ４２ａ
，４２ｂ夫々の一端には同一の電圧が印加されている。この電圧の電圧値Ｖｃｃは、正の
一定値である。スイッチ４２ａの他端は、抵抗Ｒ２の一端に接続されている。スイッチ４
２ｂ及び抵抗Ｒ２夫々の他端は、マイコン２２と、抵抗Ｒ３の一端とに接続されている。
抵抗Ｒ３の他端は接地されている。
【００４０】
　駆動部３０は、メインスイッチ２０のゲートの電圧を調整することによって、メインス
イッチ２０をオン又はオフに切替える。駆動部３０は、マイコン２２から入力された制御
信号がハイレベル電圧を示す場合、メインスイッチ２０をオンに切替える。これにより、
バッテリ１１から負荷１２に給電される。また、駆動部３０は、マイコン２２から入力さ
れた制御信号がローレベル電圧を示す場合、メインスイッチ２０をオフに切替える。これ
により、バッテリ１１から負荷１２への給電が停止される。
　マイコン２２は、駆動部３０に出力している制御信号をローレベル電圧又はハイレベル
電圧に切替えることによって、バッテリ１１から負荷１２への給電を制御する。
【００４１】
　反転器３１は、制御信号がハイレベル電圧を示す場合、出力端からＡＮＤ回路３２の一
方の入力端にローレベル電圧を出力する。また、反転器３１は、制御信号がローレベル電
圧を示す場合、出力端からＡＮＤ回路３２の一方の入力端にハイレベル電圧を出力する。
【００４２】
　ＡＮＤ回路３２は、反転器３１がハイレベル電圧を出力しており、かつ、マイコン２２
から入力された検出指示信号がハイレベル電圧を示す場合、出力端からハイレベル電圧を
出力する。また、ＡＮＤ回路３２は、反転器３１がローレベル電圧を出力しているか、又
は、マイコン２２から入力された検出指示信号がローレベル電圧を示す場合、出力端から
ローレベル電圧を出力する。
　反転器３１がハイレベル電圧を出力していることは、制御信号がローレベル電圧を示し
ていることに相当する。反転器３１がローレベル電圧を出力していることは、制御信号が
ハイレベル電圧を示していることに相当する。
【００４３】
　ＡＮＤ回路３２が出力端からハイレベル電圧を出力している場合、サブスイッチ３４は
オンであり、サブスイッチ３４及び抵抗Ｒ１を電流が流れる。ＡＮＤ回路３２が出力端か
らローレベル電圧を出力している場合、サブスイッチ３４はオフであり、抵抗Ｒ１を電流
が流れることはない。
【００４４】
　コンパレータ３３ａは、メインスイッチ２０のソース電圧値Ｖｓを直流電源３５ａの出
力電圧値Ｖｒ１と比較する。コンパレータ３３ａは第１比較部として機能し、出力電圧値
Ｖｒ１は第１閾値に相当する。
　コンパレータ３３ａは、メインスイッチ２０のソース電圧値Ｖｓが直流電源３５ａの出
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力電圧値Ｖｒ１以上である場合、出力端からＡＮＤ回路４０ａ，４０ｂ夫々の一方の入力
端にハイレベル電圧を出力する。コンパレータ３３ａは、ソース電圧値Ｖｓが直流電源３
５ａの出力電圧値Ｖｒ１未満である場合、出力端からＡＮＤ回路４０ａ，４０ｂ夫々の一
方の入力端にローレベル電圧を出力する。
【００４５】
　差動増幅器３６は、電圧値がメインスイッチ２０の両端電圧値Ｖｄｓと正の所定数Ａと
の積で表される電圧を、出力端子から、コンパレータ３３ｂのプラス端子に出力する。
【００４６】
　コンパレータ３３ｂは、差動増幅器３６が出力する電圧の電圧値（Ａ・Ｖｄｓ）を直流
電源３５ｂの出力電圧値Ｖｒ２と比較する。言い換えると、コンパレータ３３ｂは、メイ
ンスイッチ２０のドレイン及びソース間の両端電圧値Ｖｄｓを正の閾値Ｖｔｈ２（＝Ｖｒ
２／Ａ）と比較する。コンパレータ３３ｂは第２比較部として機能し、閾値Ｖｔｈ２は第
２閾値に相当する。「・」は積を表す。
【００４７】
　コンパレータ３３ｂは、電圧値（Ａ・Ｖｄｓ）が直流電源３５ｂの出力電圧値Ｖｒ２以
上である場合、即ち、両端電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ２以上である場合、出力端から、ハ
イレベル電圧を、ＡＮＤ回路４０ａの他方の入力端と、反転器４１の入力端とに出力する
。
　コンパレータ３３ｂは、電圧値（Ａ・Ｖｄｓ）が直流電源３５ｂの出力電圧値Ｖｒ２未
満である場合、即ち、両端電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ２未満である場合、出力端から、ロ
ーレベル電圧を、ＡＮＤ回路４０ａの他方の入力端と、反転器４１の入力端とに出力する
。
【００４８】
　出力回路３７のＡＮＤ回路４０ａは、コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々がハイレベル電
圧を出力している場合、出力端から、ハイレベル電圧を出力する。コンパレータ３３ａ，
３３ｂの少なくとも１つがローレベル電圧を出力している場合、出力端からローレベル電
圧を出力する。
　スイッチ４２ａは、ＡＮＤ回路４０ａがハイレベル電圧を出力している場合にオンであ
り、ＡＮＤ回路４０ａがローレベル電圧を出力している場合にオフである。スイッチ４２
ａがオンである場合、スイッチ４２ａの一端に印加されている電圧は抵抗Ｒ２，Ｒ３によ
って分圧される。
【００４９】
　出力回路３７のＡＮＤ回路４０ｂは、コンパレータ３３ａ及び反転器４１がハイレベル
電圧を出力している場合、出力端から、ハイレベル電圧を出力する。また、ＡＮＤ回路４
０ｂは、コンパレータ３３ａ及び反転器４１の少なくとも１つがローレベル電圧を出力し
ている場合、出力端から、ローレベル電圧を出力する。
　反転器４１がハイレベル電圧を出力していることは、コンパレータ３３ｂがローレベル
電圧を出力していることに相当する。反転器４１がローレベル電圧を出力していることは
、コンパレータ３３ｂがハイレベル電圧を出力していることに相当する。
【００５０】
　スイッチ４２ｂは、ＡＮＤ回路４０ｂが出力端からハイレベル電圧を出力している場合
、オンであり、ＡＮＤ回路４０ｂが出力端からローレベル電圧を出力している場合、オフ
である。
　反転器４１の作用により、ＡＮＤ回路４０ａ，４０ｂが共にハイレベル電圧を出力する
ことはない。従って、スイッチ４２ａ，４２ｂが共にオンであることはない。
【００５１】
　スイッチ４２ａ，４２ｂが共にオフである場合、抵抗Ｒ３に電流が流れないため、ゼロ
Ｖが制御回路２１からマイコン２２に出力される。
　スイッチ４２ａがオンであり、かつ、スイッチ４２ｂがオフである場合、抵抗Ｒ２，Ｒ
３が分圧した電圧が、第１電圧として、出力回路３７からマイコン２２に出力される。第
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１電圧の電圧値は、Ｖｃｃ・ｒ３／（ｒ２＋ｒ３）である。ここで、抵抗値ｒ２，ｒ３夫
々は、抵抗Ｒ２，Ｒ３の抵抗値である。例えば、抵抗値ｒ２，ｒ３が一致している場合、
第１電圧の電圧値はＶｃｃ／２である。
　スイッチ４２ａがオフであり、かつ、スイッチ４２ｂがオンである場合、スイッチ４２
ｂの一端に印加されている電圧が、第２電圧として、出力回路３７からマイコン２２に出
力される。第２電圧の電圧値はＶｃｃである。
【００５２】
　図３は制御回路２１の動作を説明するための図表である。制御信号及び検出指示信号夫
々がローレベル電圧及びハイレベル電圧を示す場合、ＡＮＤ回路３２はハイレベル電圧を
出力するので、サブスイッチ３４はオンに切替わる。前述したように、制御信号がローレ
ベル電圧を示す場合、駆動部３０はメインスイッチ２０をオフに切替える。
【００５３】
　マイコン２２が出力した制御信号及び検出指示信号夫々がローレベル電圧及びハイレベ
ル電圧を示す場合、制御回路２１では、メインスイッチ２０のソースの開放と、メインス
イッチ２０のドレイン及びソース間の短絡とが検出される。
　制御信号がハイレベル電圧を示すか、又は、検出指示信号がローレベル電圧を示す場合
、ＡＮＤ回路３２はローレベル電圧を出力するため、サブスイッチ３４がオンにならず、
制御回路２１で開放及び短絡が検出されることはない。
【００５４】
　直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１は、サブスイッチ３４の他端に印加されている電圧
、即ち、サブスイッチ３４がオンである場合に抵抗Ｒ１の他端に印加される電圧の電圧値
Ｖａよりも低い。前述したように、電圧値Ｖａは、バッテリ１１の出力電圧値Ｖｂよりも
低い。サブスイッチ３４がオンに切替わって、電流が、サブスイッチ３４、抵抗Ｒ１及び
負荷１２の順に流れた場合、サブスイッチ３４の他端に印加されている電圧が、抵抗Ｒ１
及び負荷１２によって分圧される。直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１は、負荷１２及び
抵抗Ｒ１によって分圧された電圧の電圧値Ｖｄよりも高い。
　閾値Ｖｔｈ２（＝Ｖｒ２／Ａ）は、バッテリ１１の出力電圧値Ｖｂと、サブスイッチ３
４の他端に印加されている電圧の電圧値Ｖａとの差分値、即ち、電圧値（Ｖｂ－Ｖａ）よ
りも低い。
【００５５】
　メインスイッチ２０のソースの開放と、メインスイッチ２０のドレイン及びソース間の
短絡とが発生していない場合、即ち、電源システム１の状態が正常である場合において、
メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４がオフ及びオンであるとき、ソース電圧値Ｖｓ
は、負荷１２及び抵抗Ｒ１によって分圧された電圧の電圧値Ｖｄである。このため、ソー
ス電圧値Ｖｓは、直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１未満である。
【００５６】
　当然のことながら、電圧値Ｖｄは電圧値Ｖａよりも低い。このため、電圧値（Ｖｂ－Ｖ
ａ）は電圧値（Ｖｂ－Ｖｄ）よりも低い。前述したように、閾値Ｖｔｈ２は電圧値（Ｖｂ
－Ｖａ）よりも低い。従って、閾値Ｖｔｈ２は電圧値（Ｖｂ－Ｖｄ）よりも低い。
【００５７】
　以上のことから、電源システム１の状態が正常である場合において、メインスイッチ２
０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンであるとき、ソース電圧値Ｖｓは直流電源３
５ｂの出力電圧値Ｖｒ１未満であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓは閾値Ｖｔｈ２以上である
。このとき、コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々はローレベル電圧及びハイレベル電圧を出
力し、コンパレータ３３ａ，３３ｂは、比較結果として、ソース電圧値Ｖｓは直流電源３
５ｂの出力電圧値Ｖｒ１未満であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓは閾値Ｖｔｈ２未満である
ことを示す。コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々がローレベル電圧及びハイレベル電圧を出
力した場合、ＡＮＤ回路４０ａ，４０ｂは共にローレベル電圧を出力する。これにより、
スイッチ４２ａ，４２ｂが共にオフに切替わる。結果、出力回路３７からマイコン２２に
ゼロＶが出力される。
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【００５８】
　メインスイッチ２０のソースが開放されている場合において、メインスイッチ２０及び
サブスイッチ３４夫々がオフ及びオンであるとき、抵抗Ｒ１に電流が流れないため、ソー
ス電圧値Ｖｓは電圧値Ｖａである。前述したように、直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１
は電圧値Ｖａよりも低く、閾値Ｖｔｈ２は電圧値（Ｖｂ－Ｖａ）よりも低い。
【００５９】
　従って、メインスイッチ２０のソースが開放されている場合において、メインスイッチ
２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンであるとき、ソース電圧値Ｖｓは直流電源
３５ａの出力電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓは閾値Ｖｔｈ２以上であ
る。このとき、コンパレータ３３ａ，３３ｂは、共にハイレベル電圧を出力し、比較結果
として、ソース電圧値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端
電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ２以上であることを示す。
【００６０】
　コンパレータ３３ａ，３３ｂが共にハイレベル電圧を出力している場合、ＡＮＤ回路４
０ａ，４０ｂ夫々はハイレベル電圧及びローレベル電圧を出力する。これにより、スイッ
チ４２ａ，４２ｂ夫々はオン及びオフに切替わり、抵抗Ｒ２，Ｒ３はスイッチ４２ａの一
端に印加されている電圧を分圧する。結果、出力回路３７からマイコン２２に、抵抗Ｒ１
，Ｒ２が分圧することによって生成される第１電圧が出力される。
　以上のように、メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンである状
態で出力回路が第１電圧を出力した場合、マイコン２２は開放信号を出力する。
【００６１】
　メインスイッチ２０のドレイン及びソースが短絡している場合において、メインスイッ
チ２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンであるとき、ソース電圧値Ｖｓはバッテ
リ１１の出力電圧値Ｖｂに一致する。前述したように、直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ
１はバッテリ１１の出力電圧値Ｖｂよりも低い。更に、メインスイッチ２０の両端電圧値
ＶｄｓはゼロＶである。
【００６２】
　従って、メインスイッチ２０のドレイン及びソースが短絡している場合において、メイ
ンスイッチ２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンであるとき、ソース電圧値Ｖｓ
は直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓは閾値Ｖｔｈ
２未満である。このとき、コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々はハイレベル電圧及びローレ
ベル電圧を出力し、コンパレータ３３ａ，３３ｂは、比較結果として、ソース電圧値Ｖｓ
が直流電源３５ｂの出力電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ
２未満であることを示す。
【００６３】
　コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々がハイレベル電圧及びローレベル電圧を出力した場合
、ＡＮＤ回路４０ａ，４０ｂ夫々はローレベル電圧及びハイレベル電圧を出力する。これ
により、スイッチ４２ａ，４２ｂ夫々はオフ及びオンに切替わる。結果、出力回路３７か
らマイコン２２に第２電圧が出力される。
　以上のように、メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンである状
態で出力回路が第２電圧を出力した場合、マイコン２２は短絡信号を出力する。
【００６４】
　なお、前述したように、メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオン
である場合、電流がサブスイッチ３４、抵抗Ｒ１及び負荷１２の順に流れ、抵抗Ｒ１及び
負荷１２はサブスイッチ３４の他端に印加されている電圧を分圧する。制御回路２１では
、抵抗Ｒ１の抵抗値ｒ１は、負荷１２のインピーダンス値よりも十分に大きい。このため
、メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４夫々がオフ及びオンである場合、ソース電圧
値Ｖｓは、非常に低い。
　また、負荷１２は、ソース電圧値Ｖｓが正の動作電圧値以上である場合に作動し、ソー
ス電圧値Ｖｓが動作電圧値未満である場合、動作を停止する。
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【００６５】
　動作電圧値はバッテリ１１の出力電圧値Ｖｂよりも低い。このため、メインスイッチ２
０がオンである場合、ソース電圧値Ｖｓが動作電圧値以上となり、負荷１２が作動する。
　また、動作電圧値は、サブスイッチ３４がオンである場合に抵抗Ｒ１及び負荷１２が分
圧した電圧の電圧値よりも高い。従って、メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４がオ
フ及びオンである場合に負荷１２が動作することはない。
　更に、動作電圧値はゼロＶを超えている。従って、メインスイッチ２０及びサブスイッ
チ３４が共にオフである場合、ソース電圧値Ｖｓは、ゼロＶであり、動作電圧値未満であ
る。従って、メインスイッチ２０及びサブスイッチ３４が共にオフである場合に負荷１２
が作動することもない。
【００６６】
　以上のように構成された給電制御装置１０では、メインスイッチ２０及びサブスイッチ
３４がオフ及びオンである状態で、コンパレータ３３ａ，３３ｂが比較を行うことによっ
て、メインスイッチ２０のソースの開放と、メインスイッチ２０のドレイン及びソース間
の短絡とが簡単に検出される。
【００６７】
　また、出力回路３７は、第１電圧をマイコン２２に出力することによってマイコン２２
にメインスイッチ２０のソースの開放を通知し、第２電圧をマイコン２２に出力すること
によってマイコン２２にメインスイッチ２０のドレイン及びソース間の短絡を通知する。
このため、開放及び短絡を通知するために必要な電圧の出力端の数は１つでよく、更に、
この通知を受けるためにマイコン２２に設けられる電圧の入力端も１つでよい。
　更に、サブスイッチ３４がオフである場合、抵抗Ｒ１に電流が流れず、抵抗Ｒ１で電力
が消費されることはない。このため、開放及び短絡を検出しない間、サブスイッチ３４を
オフに維持することによって、無駄な電力消費を抑制することができる。
【００６８】
　なお、第１電圧及び第２電圧夫々の電圧値は互いに異なっていればよい。このため、第
２電圧の電圧値は第１電圧の電圧値よりも低くてもよい。例えば、スイッチ４２ａ，４２
ｂの配置が反対であってもよい。この場合、第１電圧の電圧値はＶｃｃで表され、第２電
圧の電圧値は、Ｖｃｃ・ｒ３／（ｒ２＋ｒ３）で表され、第１電圧の電圧値よりも低い。
抵抗値ｒ２，ｒ３夫々は、前述したように、抵抗Ｒ２，Ｒ３の抵抗値である。
　第１電圧及び第２電圧夫々の電圧値が互いに異なっていれば、スイッチ４２ａ，４２ｂ
夫々の一端に印加される電圧の電圧値は異なっていてもよい。
【００６９】
（実施の形態２）
　図４は、実施の形態２における制御回路２１の回路図である。実施の形態２における電
源システム１において、出力回路３７の構成が実施の形態１における電源システム１と異
なる。
　以下では、実施の形態２について、実施の形態１と異なる点を説明する。後述する構成
を除く他の構成については、実施の形態１と共通しているため、実施の形態１と共通する
構成部には実施の形態１と同一の参照符号を付してその説明を省略する。
【００７０】
　実施の形態２における出力回路３７は、スイッチ制御部５０、スイッチ５１、平滑回路
５２及び抵抗Ｒ４を有する。平滑回路５２はキャパシタＣ１及び抵抗Ｒ５を有する。
　スイッチ制御部５０には、コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々の出力端が接続されている
。スイッチ５１の一端には電圧が印加されている。この電圧の電圧値Ｖｃｃは、正の一定
値である。スイッチ５１の他端は抵抗Ｒ４の一端に接続されている。抵抗Ｒ４の他端は接
地されている。従って、スイッチ５１の一端と抵抗Ｒ４の他端との間には一定の電圧が印
加されている。スイッチ５１及び抵抗Ｒ４夫々は、第２スイッチ及び第２の抵抗として機
能する。
【００７１】
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　スイッチ５１及び抵抗Ｒ４間の接続ノードは、平滑回路５２の抵抗Ｒ５の一端が接続さ
れている。抵抗Ｒ５の他端は、マイコン２２と、平滑回路５２のキャパシタＣ１の一端と
に接続されている。キャパシタＣ１の他端は接地されている。
【００７２】
　スイッチ制御部５０は、スイッチ５１のオン及びオフへの切替えを交互に繰り返す。具
体的には、スイッチ制御部５０は、スイッチ５１を所定の周期でオフからオンに切替える
か、又は、スイッチ５１を所定周期でオンからオフに切替える。スイッチ制御部５０は、
１周期の中でスイッチ５１がオンであるオン期間の割合であるデューティＴｄを調整する
。デューティＴｄは、ゼロ以上であり、かつ、１以下の値である。デューティＴｄがゼロ
である場合、スイッチ５１はオフに維持され、デューティＴｄが１である場合、スイッチ
５１はオンに維持されている。
【００７３】
　スイッチ５１がオンである間、抵抗Ｒ４の両端間に、電圧値Ｖｃｃの電圧が印加される
。平滑回路５２では、抵抗Ｒ４の両端間の電圧が、抵抗Ｒ５を介して、キャパシタＣ１の
両端間に印加される。これにより、キャパシタＣ１は充電され、キャパシタＣ１の両端間
の電圧値が上昇する。
　スイッチ５１がオフである間、キャパシタＣ１の一端から、電流が抵抗Ｒ５，Ｒ４の順
に流れる。これにより、キャパシタＣ１は放電し、キャパシタＣ１の両端間の電圧値は低
下する。
【００７４】
　平滑回路５２では、キャパシタＣ１の作用により、抵抗Ｒ４の両端間の電圧が平滑され
る。平滑回路５２が平滑した平滑電圧、具体的には、キャパシタＣ１の両端間の電圧はマ
イコン２２に出力される。平滑回路５２は出力部として機能する。
　平滑電圧の電圧値Ｖｈは、デューティＴｄに依存し、Ｖｃｃ・Ｔｄ（０≦Ｔｄ≦１）で
表される。デューティＴｄが大きい程、電圧値Ｔｈは高い。デューティＴｄがゼロである
場合、平滑電圧の電圧値ＶｈはゼロＶであり、デューティＴｄが１である場合、平滑電圧
の電圧値Ｖｈは電圧値Ｖｃｃと一致する。
【００７５】
　スイッチ制御部５０には、コンパレータ３３ａ，３３ｂが出力した電圧、即ち、コンパ
レータ３３ａ，３３ｂが行った比較の結果が入力される。実施の形態１で述べたように、
ソース電圧値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１未満であり、かつ、両端電圧値Ｖ
ｄｓが閾値Ｖｔｈ２以上である場合、コンパレータ３３ａ，３３ｂ夫々はローレベル電圧
及びハイレベル電圧を出力する。ソース電圧値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１
以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ２以上である場合、コンパレータ３３
ａ，３３ｂは共にハイレベル電圧を出力する。ソース電圧値Ｖｓが直流電源３５ａの出力
電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ未満である場合、コンパ
レータ３３ａ，３３ｂ夫々はハイレベル電圧及びローレベル電圧を出力する。
【００７６】
　スイッチ制御部５０は、コンパレータ３３ａ，３３ｂが比較を行った結果、ソース電圧
値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１未満であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値
Ｖｔｈ２以上である場合、デューティＴｄをゼロに調整する。これにより、ゼロＶが出力
回路３７の平滑回路５２からマイコン２２に出力される。
　実施の形態１と同様に、ゼロＶが出力回路３７からマイコン２２に出力された場合、電
源システム１の状態が正常であることがマイコン２２に通知される。
【００７７】
　スイッチ制御部５０は、コンパレータ３３ａ，３３ｂが比較を行った結果、ソース電圧
値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値
Ｖｔｈ２以上である場合、デューティＴｄを第１デューティＴ１に調整する。これにより
、第１電圧が出力回路３７の平滑回路５２からマイコン２２に出力される。第１電圧の電
圧値は、Ｖｃｃ・Ｔ１で表される。
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　実施の形態１と同様に、第１電圧が出力回路３７からマイコン２２に出力された場合、
メインスイッチ２０のソースの開放がマイコン２２に通知され、マイコン２２は開放信号
を外部装置に出力する。
【００７８】
　スイッチ制御部５０は、コンパレータ３３ａ，３３ｂが比較を行った結果、ソース電圧
値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１以上であり、かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値
Ｖｔｈ２未満である場合、デューティＴｄを第２デューティＴ２に調整する。これにより
、第２電圧が出力回路３７の平滑回路５２からマイコン２２に出力される。第２電圧の電
圧値は、Ｖｃｃ・Ｔ２で表される。
　実施の形態１と同様に、第２電圧が出力回路３７からマイコン２２に出力された場合、
メインスイッチ２０のドレイン及びソース間の短絡がマイコン２２に通知され、マイコン
２２は短絡信号を外部装置に出力する。
【００７９】
　第２デューティＴ２は第１デューティＴ１と異なっている。例えば、第１デューティが
０．６であり、かつ、第２デューティが１である場合において、電圧値Ｖｃｃが５Ｖであ
るとき、第１電圧の電圧値は３Ｖであり、第２電圧の電圧値は５Ｖである。
【００８０】
　以上のように構成された実施の形態２における給電制御装置１０は、実施の形態１にお
ける給電制御装置１０が奏する効果と同様の効果を奏する。
【００８１】
　なお、実施の形態２において、スイッチ制御部５０は、コンパレータ３３ａ，３３ｂが
比較を行った結果、ソース電圧値Ｖｓが直流電源３５ａの出力電圧値Ｖｒ１未満であり、
かつ、両端電圧値Ｖｄｓが閾値Ｖｔｈ２以上である場合に調整するデューティＴｄはゼロ
に限定されず、第１デューティＴ１及び第２デューティＴ２夫々と異なっていればよい。
【００８２】
　また、実施の形態１，２において、出力回路３７は、電圧値がコンパレータ３３ａ，３
３ｂが行った比較の結果に基づいている電圧を出力する回路に限定されない。出力回路３
７は、コンパレータ３３ａ，３３ｂが行った比較の結果に基づいて、電源システム１の状
態を示す状態信号をマイコン２２に出力する回路であってもよい。状態信号は、正常状態
、メインスイッチ２０のソースの開放、並びに、メインスイッチ２０のドレイン及びソー
ス間の短絡中の１つを示す。
【００８３】
　更に、実施の形態１，２において、メインスイッチ２０は、Ｎチャネル型のＦＥＴに限
定されず、Ｐチャネル型のＦＥＴ、バイポーラトランジスタ又はリレー接点等であっても
よい。
【００８４】
　開示された実施の形態１，２は、全ての点で例示であって制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は上述の説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【００８５】
　１０　給電制御装置
　２０　メインスイッチ
　２２　マイコン（開放信号出力部、短絡信号出力部）
　３３ａ　コンパレータ（第１比較部）
　３３ｂ　コンパレータ（第２比較部）
　３４　サブスイッチ（第３のスイッチ）
　３７　出力回路
　５０　スイッチ制御部
　５１　スイッチ（第２のスイッチ）
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　５２　平滑回路（出力部）
　Ｒ１　抵抗
　Ｒ４　抵抗（第２の抵抗）

【図１】 【図２】
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